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朝の時間に，季節にぴったりのカエルなど生き物のお

話，お昼の時間に，だんご虫の絵本などの読み聞かせが

あり，子どもたちは熱心に聞き入っていました。季節や

学習に関連した本を選定したり，子どもたちからのリクエストを重視したり，図書の選定には細

心が払われています。ファンタジーの皆さんからは，「子どもたちが楽しんでくれることが何よ

りです。自分たちも読み聞かせを楽しんでいます。」と，力強い言葉を聞くことができました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 毎月１回，図書整理・修理等のボランティアが行われています。

昨年度より多くのサポーターの皆さんが参加し，和気あいあいと活

動をしています。人気のある本は，傷みやすいのですが，一冊一冊

丁寧に直しています。子どもたちには本を大切に扱い，よりたくさ

んの本を読んで，心豊かに育ってほしいと思います。 

 

 

 

 毎週火曜日に児童ボランティア委員会がベルマークの回収をし

ています。そして，月１回，サポーターの皆さんが集まってベル

マークを集計しています。使用済みインクカートリッジやトナー

も回収しています。この取り組みに関心をもち，１枚（１個）か

らでも参加する家庭が増えることが活動の充実につながります。 

 

 

 

にこにこ生活部会では，月末に１回，

１３：１５～１３：４５の３０分間ピカ

ピカ大掃除を実施しています。５月，６

月はふれあい班で廊下磨きと草ぬきを行

いました。毎回１０名以上のサポーター

さんが参加し，子どもたちにとって励み

になっています。 

 

 

 

 



 

７月１０日に，三部会が開かれました。わくわく学習部会では，PTA の役員さ

んも参加しました。そして，準備を進めてきた夏休みのわくわく講座の最終確認をしました。に

こにこ生活部会では，ベルマークの整理をしました。すくすく健康部会では，防災キャンプの具

体的な内容について詳しく話し合いました。どの部会でも，活発な意見が飛び交っていました。 
 

 

 

 

 

 

 

                   

                      ６月２６日に，第２回学校運営協議会が開かれま

した。１４名が参加し，４月からの学校の取り組み 

とコミュニティ・スクール活動の評価を行いました。これからの活動についても承認されました。 

コミュニティ・スクール関連では，「①にこにこ生活部会の校区

ふれあい遠足については雨天中止となったが，ふれあい班活動を学

校で行い，津柳地区のみなさんをはじめ，サポーターさんを交えて

よい活動となった。来年は，予備日を設ける。②夏休みには，わく

わく講座や防災キャンプと大きな行事がある。子どもたちが主体的

に取り組み，充実した活動となるように準備を進める。③防災キャ

ンプは学校以外で初めて実施するため，細かな計画や想定で事故や

怪我を未然に防止する。」などを確認しました。 

 

７月１１日に，６年生は学校生活のいろいろなところでお世話に 

なっているおやじ・おふくろの会の皆さんとの「コミュ・カフェ」

に参加しました。コミュ・カフェは昨年度から始まった座談会形式の活動です。６年生からは，

おやじ・おふくろの会に入るきっかけや仕事，趣味の話，小学校時代のことなど，様々な質問が

出ました。座談会中，笑い声が絶えず，とても和やかな雰囲気で学習することができました。あ

るサポーターさんは，「自分たちは子どもたちより少しだけ人生の先輩。子どもたちの『ありが

とう』『楽しかった』という言葉にまた誘われて活動を続けている。」と笑顔で話していました。 
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